
特定非営利活動法人
日本ライフデザインカウンセラー協会会員

お
悔
や
み

阪
本
兼
次
氏（
昭
61
学
２
法
。元
佐
土
原
人
形
店

ま
す
や
窯
元
）２
０
２
４
年
４
月
29
日
死
去
。

88
歳
。

長
屋
純
二
氏（
昭
48
学
経
済
）

２
０
２
０
年
12
月
30
日
死
去
。71
歳
。

大
門
明
氏（
昭
29
学
経
済
）

２
０
２
４
年
11
月
６
日
死
去
。92
歳
。

金
澤
勇
氏（
昭
33
学
商
）

３
月
31
日
死
去
。90
歳
。

廣
芝
國
夫
氏（
昭
32
学
法
。校
友
会
元
代
議
員
）

２
０
２
５
年
１
月
18
日
死
去
。90
歳
。

北
村
博
氏（
昭
33
学
経
済
。元
関
西
大
学
内
部

監
査
室
長
。元
校
友
会
代
議
員
）

９
月
15
日
死
去
。89
歳

内
田
聡
氏（
平
04
学
法
。校
友
会
常
議
員
。元
校

友
会
代
議
員
。公
認
会
計
士
）

９
月
23
日
死
去
。56
歳
。

吉
田
林
一
氏（
昭
31
学
２
商
）

６
月
24
日
死
去
。91
歳
。

上
杉
和
彦
氏（
昭
38
学
法
。元
寝
屋
川
市
役

所
千
里
会
副
会
長
）５
月
15
日
死
去
。84
歳
。

堀
畑
好
秀
氏（
昭
41
学
法
。元
堺
商
工
会
議
所

副
会
頭
。元
堺
支
部
副
支
部
長
）

７
月
14
日
死
去
。81
歳
。

播
磨
正
二
氏（
昭
39
学
２
経
済
）

８
月
５
日
死
去
。83
歳
。

菊
田
芳
氏（
昭
40
学
法
）

８
月
19
日
死
去
。83
歳
。

和
歌
山
県
紀
美
野
町
長
選
挙
当
選

小
川
裕
康
氏（
昭
54
学
商
）。

８
月
31
日
付
。

株
式
会
社
L
e
T
e
c
h

代
表
取
締
役
社
長
就
任

藤
原
寛
氏（
平
15
学
工
）。

９
月
２
日
付
。

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
当
選

梅
木
加
津
子
氏（
昭
51
学
２
商
）。

９
月
７
日
付
。

奈
良
県
田
原
本
町
議
会
議
員
選
挙
当
選

梅
谷
裕
規
氏（
昭
52
学
法
）。

９
月
21
日
付
。

奈
良
県
田
原
本
町
議
会
議
員
選
挙
当
選

西
川
六
男
氏（
昭
45
学
２
文
）。

９
月
21
日
付
。

奈
良
県
田
原
本
町
議
会
議
員
選
挙
当
選

吉
田
容
工
氏（
昭
55
学
法
）。

９
月
21
日
付
。

校
友
短
信

広報部

Sabine Som
m
erkam

p 

著

竹
田 

賢
治
（
昭
52
Ｄ
文
／
神
戸
学
院
大
学
・

名
誉
教
授
）
訳

竹
田 

賢
治
（
昭
52
Ｄ
文
／
神
戸
学
院
大
学
・

名
誉
教
授
）
著

『
ド
イ
ツ
俳
句
と
季
節
の
詩
』

明石書店　刊
定価3,300円（税込）

Iudicium 社（ドイツ） 刊
定価€18.00

　

著
者
ザ
ビ
ー
ネ・ゾ
マ
ー
カ
ン
プ
さ
ん
は
ド
イ

ツ
の
俳
句
研
究
家
で
あ
り
、俳
句
や
短
歌
、詩

も
作
る
学
者
詩
人
で
す
。

　

１
９
５
７
年（
５
歳
）に
両
親
と
日
本
を
旅

し
、は
じ
め
て
富
士
山
に
出
会
い
ま
し
た
。そ

の
時
の
印
象
が
忘
れ
ら
れ
ず
、生
涯
に
わ
た
っ

て
日
本
へ
の
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。大
学
在
学
中
に
短
歌
と
俳
句
と
い
う
日

本
の
詩
形
式
の
研
究
に
没
頭
し
、博
士
論
文

『
イ
マ
ジ
ズ
ム
と
ビ
ー
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

与
え
た
俳
句
の
影
響
：
英
米
抒
情
詩
の
研

究
』（
ハン
ブ
ル
ク
大
学
）に
ま
と
め
ま
し
た
。こ

の
論
文
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
そ
れ
ま
で
の

研
究
を
包
括
し
た
も
の
で
す
。は
じ
め
て
の
日

本
への
旅
か
ら
57
年
を
経
て
、彼
女
は
子
息
を

伴
っ
て
富
士
山
に
再
会
し
ま
し
た
。17
葉
の

綺
麗
な
富
士
山
の
写
真（
ご
子
息
の
撮
影
）に

　

明
治
以
降
、日
本
の
俳
句
は
翻
訳
と
紹
介

の
時
代
を
経
た
後
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
一
般
の

人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。本
書
は
、ド

イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
受
容
の
歴
史
と

文
化
的
背
景
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、古
典

か
ら
現
代
の
日
独
両
言
語
に
よ
る
俳
句
の
具

体
例
と「
季
節
の
詩
」の
紹
介
を
加
え
た「
ド

イ
ツ
歳
時
記
」と
も
い
え
る 

一 

冊
。

校
友
の
著
書
紹
介

濱
田 

利
英
（
昭
49
Ｍ
工
）
著

『
Ａ
Ｉ
時
代
の
新
・
実
在
論
』

大学教育出版　刊
定価3,740円（税込）

尾
崎
　
ま
こ
と
（
昭
49
学
文
）
著

文
学
・
詩
学
論
集

『
詩
を
生
き
る
た
め
に―

近
・
現
代
の
超
克
』

竹林館　刊
定価2,860円（税込）

　

私
、尾
崎（
米
田
）は
１
９
６
９
年
入
学
で

当
時
は
学
生
運
動
の
盛
ん
な
時
代
で
し
た
。

一
年
留
学
し
て
卒
業
し
て
い
ま
す
が
、少
な

か
ら
ず
そ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。顧
み
て
、運

動
の
独
善
性
や
暴
力
性
な
ど
す
べ
て
を
肯
定

で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
今
日

に
至
る
時
代
の
問
題
性
を
自
分
の
事
と
し
て

問
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、混
迷
の
時
代
と
言
わ
れ

る
今
の
日
本
に
必
要
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

本
書
の
副
題「
近・現
代
の
超
克
」と
は
混

迷
の
文
明
論
的
背
景
を
指
摘
し
た
も
の
で
す
。

内
容
は
直
接
的
に
は
詩
人
と
そ
の
詩
の
論
評

で
す
が
、「
詩
と
人
間
存
在
」の
深
い
関
り
を

述
べ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。詩
を
書
い
た

り
読
ん
だ
り
し
て
く
だ
さ
い
、で
は
な
く
て
、

詩
を
全
て
の
人
に
生
き
て
欲
し
い
と
い
う
願
い

を
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
ょっ
と
し
た
ら
人
々
が
Ａ
Ｉ
に
支
配・管

理
さ
れ
互
い
に
孤
立
す
る
か
、一
人
一
人
詩

を
生
き
て
感
性
を
と
り
も
ど
し
共
生
で
き
る

か
、そ
の
分
岐
点
に
お
か
れ
て
い
る
か
も
し
れ

　17A
nsichten des  

Berges Fuji.

　

Bilder und Tanka

富
士
17
景
、絵
と
短
歌
』

１
首
ず
つ
の
短
歌（
５
行
、５・７・５・７・７
シ

ラ
ブ
ル
）が
載
せ
ら
れ
た
本
書
は
と
て
も
美
し

い
歌
集
で
す
。本
書
に
寄
せ
ら
れ
た
デ
ィ
ー
ト

リ
ッ
ヒ・ク
ル
ー
シ
ェ（D

ietrich
K
rusche,

１
９
３
５　

２
０
２
５
。元・ミ
ュン
ヘン
大
学
教

授
）の
エッ
セ
イ
も
秀
逸
で
す
。竹
田
賢
治（
神

戸
学
院
大
学
名
誉
教
授
、ド
イ
ツ
語
俳
句
研

究
者
）の
翻
訳
が
日
本
の
読
者
の
皆
様
に
も
こ

の
歌
集
へ
の
興
味
を
引
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

『

　

本
書
は
次
の
よ
う
な
文
で
書
き
出
さ
れ
て

い
ま
す
。「
Ａ
Ｉ
の
進
歩
は
凄
ま
じ
い
。か
つ
て

人
間
疎
外
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
実
存
主
義

哲
学
が
誕
生
し
た
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
本
格

的
に
到
来
す
る
Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
は
、人
間

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
す
る
実
在

論
が
求
め
ら
れ
ま
す
」と
。そ
し
て
実
在
論
を

展
開
し
た
後
、次
の
よ
う
な
文
で
締
め
く
く

ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
の
実
在
論
か
ら
い
え
る

こ
と
は
、愛
や
人
生
の
意
義
は
儚
い
が
真
の
実

在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」と
。ま
た
著
者

は
、本
書
執
筆
の
経
過
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
私
は
、本
学
卒
業
後
、高
校

の
物
理
の
教
員
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
定

年
退
職
後
、高
校
や
大
学
の
非
常
勤
講
師
を

務
め
る
傍
ら
、学
生
時
代
や
教
員
時
代
に
分

か
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を

解
決
し
て
い
く
中
で
、そ
れ
ら
が
雪
だ
る
ま
式

に
膨
れ
上
が
り
本
書
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
」

と
。ま
た
内
容
に
つ
い
て
は
、「
私
の
実
在
論

は
、物
理
法
則
や
そ
の
考
え
方
を
人
間
の
精

神
の
解
明
に
持
ち
込
み
、Ａ
Ｉ
の
知
能
と
人
間

の
知
性
の
違
い
や
自
由
意
志
の
存
在
証
明
を

し
て
い
ま
す
が
、そ
の
根
底
に
存
在
す
る
の
は
、

人
間
肯
定・人
生
賛
歌
で
す
」と
述
べて
い
ま
す
。

　

著
者
は
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
お
話
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
、いつ
で
も
ど
こ
へ
で
も
出
か
け

て
い
き
ま
す
と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。理
屈
ば
か
り
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

結
構
面
白
く
具
体
的
に
書
き
ま
し
た
。ど
う
ぞ
、

ぜ
ひ
ご 

一
読
く
だ
さ
い
。

※

10
月
◯
日
現
在
の
情
報
で
す

北から南から 北から南から
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